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 Abstract  :
 Takata-type black-spotted pond frogs, which were confirmed for the first time in the moat of the Takata castle(Joetsu City, 
Niigata), have no mid-dorsal line of the back. In 2003, we confirmed that these frogs were living in the northern part of Fukui, but 
not in the southern part. Their habitation was confirmed in the southern part(Kaga City) of Ishikawa in 2007 by Miyazaki et al. and 
in Toyama in 2010 by the present investigators, which suggests Takata-type black-spotted pond frogs may be widely distributed in 
the Hokuriku area.
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背景
日本カエル図鑑(1)には,福 井県嶺南の美浜産高田























































































部斑紋のパターン(図1一 ③ ・④)は,あ ごか ら胸部
にかけて雲状の暗褐色系のもので全体的に見て,福 井
県産のもの(図1一 ①)と 良く似ている。捕獲後,し
ばらくす ると斑紋の色が槌せて くる特徴 もよく似てい
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2010年富山県 での高田型 トノサマガエル(融η∂η∫μo蝦o〃1鉱∂)の生 息調査

















に多くの トノサマガエルが生息 していたことが知 られ
ている(聞 き取 り調査)。一方,呉東にある滑川市,上
市町および立山町の立山連峰山麓では,各地区50匹以






福井県産高田型 トノサマガエル(図1一 ①)と 新潟
県上越産の高田型 トノサマガエル(図1一 ⑦)を 比較
すると同じ表現型 とは言い難い。福井県産は,嶺 南三




胴部は トノサマガエル と同程度にスリムであ り,腹部
の黒色斑紋が大腿部まで良く発達 していて捕獲後も槌
色することがない。富山県産では,呉西から呉東に向
かって,福 井県産型(以 後福井型 トノサマガエル)か
ら上越産高田型へ とシフ トしている様相が見受けられ
る。
北陸 ・上越地方では,少 なくとも福井型 トノサマガ









供 された。 ここに深謝 します。南部久男(富 山市科学
文化セ ンター)氏 には,富 山県内での トノサマガエル
の生息状況情報を提供いただき,深謝申し上げます。
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